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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年 ４⽉ ２２⽇ 
● 事 業 名 ： 島国沖縄のサッカーファミリーに夢をあきらめあせない派遣事業 
● 資⾦分配団体 ： みらいファンド沖縄 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈沖縄県サッカー協会   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

【共通】沖縄県内のサ
ッカー競技における部
活動及びクラブ活動等
のうち、3 種（中学）、5
種（⼥⼦）、障がい者、
離島、そして冬の⾼校
選⼿権に派遣される⽣
徒を対象に派遣費補助
を⾏う 

休眠事業での⽀援件数/
⼈数、⼤会数 
※派遣費の⾃⼰負担額よ
り 50％または 2 万円を
上限として負担する 

初年度の計画では⼤会を指定し⽬標値
を設定する予定でしたがコロナ禍の中
指定の⼤会がなくなると派遣補助が困
難になった為と離島地区に派遣費補助
を多くすることに変更した。 

 
予算約 500 万円（前年度繰り越し含む）
のうち 

〇全国⾼校サッカー選⼿権⼤会（派

2022
年度中 

▼21 年度実績 
11 団体、３１１⼈、 
12,534,296 円を補助 
（うち、⾃⼰資⾦（基⾦）
8,768,823 円） 
 
＜家計負担額＞ 
派遣費補助前 
31,958 円 

３ 
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遣先関東） 
優勝チーム約 40 名（マネージャー・
コーチ含む） 
〇⾼校サッカー⼥⼦選⼿権 
優勝、準優勝 2 チーム/1 チーム約 30
名（マネージャー・コーチ含む） 
〇障がい者サッカーに関して 
〇離島地区への補助（県⼤会に参加
する為） 

派遣費補助後 
19,845 円 
 
障がい者サッカーに関し
てはまだ補助を⾏ってい
ない。 

同上 '派遣した⼦ども、保護者
向けのアンケートする。
案としては以下のような
アンケート項⽬を想定。
「派遣費の補助があった
ことで家計の負担は減り
ましたか」 

派遣費の補助があったことで家計の負
担は減ったと答える割合が 100％ 

同上 補助利⽤者 311 名 
アンケート回答 90 件 
内保護者のみに回答をい
ただいた（62 名全員回
答） 
60 名は減ったと回答 
2 名は分からないと回答 

２ 

【共通】⼦どもの移動
に関する課題が各ステ
ークホルダーに共有さ
れている状態 

年⼀回、円卓会議を実施。
適切なステークホルダー
を招集できている。 

15 ⼈ 
 
5 ⼈着席者/1 回/年×3 年 
適切なステークホルダーの参画を促す 

同上 着席者数７⼈ 
 
着席者などはクリアでき
ているが参加者がまだま
だ少ない 

２ 
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同上 基⾦の紹介チラシを指導
者（監督、コーチ、審判
等）や、派遣の可能性が
⾼い⽗⺟に配布し、基⾦
について知ってもらう 
  
※保護者は変わるが、指
導者や審判は競技に継続
的に関わるため、彼らに
より知ってもらうことが
重要 

年間の⽬標としては以下の通りとし、
この⽬標を３カ年達成する。配布数３
０００⼈ 

同上 
 

【配布枚数：150枚（6⽉
の社員総会でも配布予
定） 

３ 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. 活動に関する報告 
派遣費補助⼤会（参加チーム） 
 
▼2021 年度 
・11 団体、３１１⼈、⾦額 3､765､473 円 
第 100 回全国⾼校サッカー選⼿権⼤会（⻄原⾼校サッカー部） 
第 100 回全国⾼校サッカー選⼿権⼤会沖縄県⼤会（宮古⾼校、⼋重⼭⾼校、⼋重⼭商⼯。⼋重⼭農林） 
琉球ダイハツカップ 第 32 回沖縄県⾼等学校⼥⼦サッカー選⼿権⼤会（宮古⾼校⼥⼦サッカー部） 
KYFA 第 32 回九州⾼等学校⼥⼦サッカー選⼿権⼤会（美⾥⾼校） 
KYFA 第 31 回九州 U-15 サッカー選⼿権⼤会 兼 ⾼円宮杯 JFA 第 31 回全⽇本 U-15 サッカー選⼿権⼤会九州予選（CASA OKINAWA） 
ＫＹＦＡ第２5 回九州 U-18 ⼥⼦サッカー選⼿権⼤会（CASA OKINAWA ALE U-18） 
2021 年度 KYFA 第 26 回九州 U-15 ⼥⼦サッカー選⼿権⼤会（CASA OKINAWA ALE U-15 ヴィクサーレ沖縄ナビータユース） 
⼈数 
以下派遣費補助を⾏ったチームからの声です。 
〇沖縄からの遠征は、交通費の負担が⼤きいですが、補助して貰えたことで、⾦銭的な負担が少なくなり気持ちよく送り出すことが出
来ました。今後も、選⼿の可能性のためにも続けてほしいと思います 
〇勝ち上がるだけ派遣は続くのでこのような補助⾦をチームから教えていただき、⼦どもにも必要な事をさせてあげられました。 
〇今回、⼦供 2 ⼈とサポートとして⽗親も帯同したので、経済的負担頑張り⼤きかったですが、補助が受けられて負担が軽くなりまし
た｡補助してもらって活動出来ているという感謝の意識がうまれ、取り組む姿勢にもより前向きな影響から出ていると思います。 

〇補助⾦を活⽤させていただきましてありがとうございました。強く成⻑している⼦供達、⼀つ勝てば⼆つ三つと優勝を⽬指し実現し、
その都度⾶⾏機に乗り遠征へ。嬉しい反⾯⾦銭的にとても厳しかったです。今後もどんどん更に強くなり、全国で活躍できるようにな
ってほしいです。また他県へ⾏き、違う環境と⼈々とふれあえる経験は財産です。素晴らしい経験をありがとうございました。 

〇とにかくありがたいです。派遣されるほど強いのは嬉しい反⾯、経済的に⼤変で複雑な⼼境の親が多い中、派遣費のおかげでだいぶ
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⼼境が変わり純粋に応援できます。 

〇うちは、宜野湾市の助成を主に活⽤させて頂いたのですが、協会からの補助についても考えは同じで、⾦銭⾯の負担が理由で、⼦ど
もたちの可能性が無くなることは、あってはならないと思う。今回、補助して頂き、⼼から感謝している。 
〇沖縄での代表になることがこれだけ⾦銭⾯での負担が⼤きいのかと改めて感じた。チームが強くなればなるほど、⼤会ごとに派遣費
問題が必ず出てきています。市町村によってスポーツ少年団での補助の⾦額や申請など異なることが多く、個⼈負担の多い地域もある。
統⼀してほしい。県代表になることがとても素晴らしいことであるはずなのに、、と悲しくなります。もっと沖縄から活躍できる⼦供達
をつくるためにも財源の確保をお願いします。 
〇県外派遣により貴重な経験が出来ました。ありがとうございました。市町村など⾃治体の補助⾦⽀給にもバラツキがありますので今
後も選⼿育成のため派遣費⽤を積極的に⽀給していただきたいと お願い申し上げます。 

〇⾼校、⼤学と考えた時に派遣費の負担が⼤きく進路を⼦どもの希望に添えないのではないかと⽇々悩んでいます。強くなる為に⾝を
削るとなると、あきらめている⼦ども達沢⼭いると思います。 

 

・基⾦を利⽤した派遣費の資⾦造成も 1件実施する事ができた。 
⻄原⾼校基⾦利⽤分 

1 件、９５⼈、８,７６８,８２３円 

 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
初年度の事業計画では⼤会を指定し 3 年間で⽬標を達成することにしていたが、コロナ禍の影響で⼤会が中⽌になって派遣費補助を利⽤で
きなくなったため、⼤会を指定するのではなく公益性を協議しながら⼤会を選定して派遣費補助を⾏った。 

  



6 
 

③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：事務所⼊り⼝に掲⽰ 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
HUB沖縄さんに取り上げてもらった 
https://hubokinawa.jp/archives/10640 

2.広報制作物等 
Hpにて円卓会議などの募集を⾏った。 

3.報告書等 
最終年度にまとめて⾏う 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
無し 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：2022 年 6 ⽉までには公開 
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3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：変更がなかったから 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 


